
 

種子食用カボチャ新品種「ゴールデンライト」栽培導入試験 

和寒町農業活性化センター 

１ 目的 

新品種「ゴールデンライト」における適正定植時期（播種時期）及び従来品種「ストライプペポ」

との優位性について検討する。 

 

２ 協力機関 

北海道拓殖短期大学 

 

３ 耕種概要 

 

 

 

栽植密度：畝幅 300cm 株間 35cm  

 

４ 試験方法 

 

５ 結果の概要と考察 

(1) 定植 30 日目調査では、ゴールデンライトは定植時期がストライプ遅い区ほどつる長が長く、

葉数も多くなる傾向が見られた。ストライプペポは、同時期定植のゴールデンライトと比較し

てつる長は長く（約 2.6 倍）、葉数も約 2枚優った。 

(2) ７月 14 日調査では、定植時期が早いほどつる長の生育が優る傾向にあった。ストライプペポ

は、2週間早いゴールデンライトと同等のつる長であった。 

 



 

 

(3) ゴールデンライトの開花数は、定植時期が早いほど多くなるが、着果に至る個数はほぼ変わら

なかった。特に、６月までの開花は受粉後に落果する傾向があり、７月上旬及び７月中旬に開

花した花の着果率が高かった。 

(4) 株あたりの成熟果数は、ゴールデンライトで２個弱と定植時期による差は判然としなかった。

ストライプペポは、1.4 果とゴールデンライトより少なかった。 

(5) 収穫時の生総重量は、ゴールデンライト②＞ゴールデンライト①＞ゴールデンライト③＞ゴー

ルデンライト④＞ストライプペポの順であった。成熟した果実では、ストライプペポが最も重

く、成熟割合も高かった。 

(6) 子実の製品重量は、ストライプペポ＞ゴールデンライト②＞ゴールデンライト①＞ゴールデン

ライト③＞ゴールデンライト④で高かった。製品割合も重量と正の相関が見られた。 

(7) 規格外は、腐敗果及び子実の発芽粒やもやし状までの発芽粒が多く発生した。収穫時期の遅れ

及び収穫後の調整作業の遅れに起因すると考えられるが、品種間ではゴールデンライトの発芽

割合が高い傾向であった。 

(8) 100 粒重は、ストライプペポ＞ゴールデンライト②＞ゴールデンライト③＞ゴールデンライト

④＞ゴールデンライト①の順となり、ストライプペポの一回り小粒な品種であった。 

 

(9) (2)６ 具体的データ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 



 

 

 

７ 普及性 

(1) 本試験は継続２年目。ゴールデンライトは、既存品種「ストライプペポ」と比較して収量性で

劣っており、品質では腐敗果や発芽粒の発生が多い傾向があり普及性は低い。 

（担当者：所長 清田雅明） 

 


